
第３学年 算数科学習指導案 

 

日 時 平成２６年１０月３１日（金）５校時 

児 童 男子１０名 女子１２名 計２２名  

指導者 加 藤 宗一郎（Ｔ１）       

平 井 元 昭（Ｔ２）       

 

１ 単元名  はしたの大きさの表し方を考えよう 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

本単元は，学習指導要領第３学年の内容Ａ数と計算（５）「小数の意味や表し方について理解でき

るようにする。ア 端数部分の大きさを表すのに小数を用いること。また，小数の表し方及び 1/10

の位について知ること。イ 1/10 の位までの小数の加法及び減法の意味について理解し，計算の仕方

を考え，それらの計算ができること。」を受けて設定されたものである。 

児童は，第２学年では，長さや体積の測定に関連して，「７㎝と３㎜」，「２Ｌと６dL」等の複名数

の表し方や簡単な分数の表し方を学習している。本単元では，これらの経験を踏まえ，端数部分の

大きさを表すのに小数を用いることを扱い，それらを「7.3 ㎝」や「2.6L」等の単名数で表すことを

学習する。小数は，整数の十進位取り記数法の考えを 1より小さい数に拡張したものである。小数

も整数と同じ仕組みであることに気づかせ，小数の意味や仕組み，加減計算の意味や仕方を理解さ

せることをねらいとしている。 

 

（２）児童の実態 

   本学級の児童は，算数科の学習に意欲的に取り組んでいる子が多い。しかし，数を構成的に捉え

たり，数直線などの目盛りを読み取ったりということが苦手な児童が数名おり，算数に苦手意識を

もっている児童もいる。個々に見られる学力差への対応は，Ｔ１とＴ２の連携を図り，授業の中で

役割を分担して個別の支援を行って進めていく。 

   自力解決の場面では，問題を自分の力で解こうとしたり，自分の考えを図や式を使って表したり

する児童が増えてきた。一方で，集団解決の場面では，進んで自分の考えを発表する児童が決まっ

ていたり，友達の考えを聞いて説明することに苦手意識をもっていたりする児童が多い。そこで，

自分の考えに自信をもつためにペア学習を取り入れたり，友達の考えを自分のものとして捉えられ

るように，友達の考えを予想したりもう一度説明させたりする活動を取り入れる。 

 

（３）指導にあたって 

   本単元の指導にあたって，第 1 小単元では，身の回りにある小数表示を話題として取り上げ，ど

のような場面で使われたり，どのくらいの大きさなのかを予想したりしながら興味や関心をもたせ

ていきたい。第 2 小単元では，小数の仕組みを理解し，「数」として意識するために，数直線を効果

的に活用し，0.1 は基準量である１を 10 等分した１こ分であることをしっかりと捉えさせ，大きさ

を読み取ったり表現させたりしていく。第 3 小単元では，0.1 を基にして考えた単位を用いると，小

数の加減計算も整数の加減計算に帰着できることを理解させる。小数の意味や仕組み，加減計算の

意味や仕方を考える際には，具体物，数直線などの図，言葉，式等を用いて考えたり，説明したり

する活動を大切にしながら進めていく。 

   問題把握・課題把握の場面において，課題意識をもたせるために，学習コーナーに考え方やキー

ワードを提示し，前時までの学習を想起して本時との違いを考え，解決の見通しをもたせていきた

い。集団解決の場面では，式や図，言葉を関連付けて筋道を立てて説明するように意識をもたせる

活動をしていきたい。指導内容に応じてペア学習を取り入れたり，自分の考えを確かなものにして，

自信をもって発表できるようにしたり，友達と考えを共有しながら深めることができるよう友達の

考えを予想・推測・再生させる発問の工夫をしたりしていく。また，考えや発表の根拠として，小

数を数直線やＬます図で表したり，それらを使って説明したりできるように繰り返し活用していく。 



３ 単元の目標 

  小数の意味や表し方について理解し，小数の加減計算ができるようにする。 

 

４ 単元の評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 

数学的な考え方 数量や図形についての 

技能 

数量や図形のついての

知識・理解 

・小数を用いると整数で

表せない端数部分の大

きさを表せるよさに気

づき，小数を生活や学

習に用いようとしてい

る。 

・小数は整数の十進位取

り記数法を拡張してい

ることをとらえ，小数

の仕組みや構成，加減

計算の仕方を考え，表

現している。 

・端数部分の大きさを

小数を使って表した

り，小数第１位まで

の小数の加減計算を

したりすることがで

きる。 

・小数が用いられる場合

や小数の仕組みにつ

いて知り，小数の意味

や小数第１位までの

小数の加減計算の意

味や計算の仕方につ

いて理解している。 

 

５ 指導計画及び評価規準（全１２時間） 

小単元 時 学 習 活 動 評 価 規 準 

 

は
し
た
の
大
き
さ
の
表
し
方 

１ 

・水を１L のますではかったときの１L に

満たないはしたのかさの表し方を考え

る。 

・１L を１０等分した 1 こ分のかさを

「0.1L」ということを知る。 

・はしたの体積はその３こ分で 0.3L，合わ

せて 1.3L になることを知る。 

(関)身の回りにある小数に関心をもち，小

数が用いられる場合について考えよう

としている。 

(考)物差しの目盛りなどと関連づけて，１

を１０等分して１L に満たない端数部

分の体積の表し方を考え，説明してい

る。 

(知)用語「小数」「小数点」「整数」を理解

している。 ２ 

・前時の学習を振り返りながら小数を使っ

てはしたの大きさを表す。 

・用語「小数」「小数点」「整数」を知る。 

３ 

・８cm７mm のテープの長さを cm 単位で

表すことを考える。 

・長さや重さの量について，小数を使った

単名数での表し方を考える。 

(考)長さについて小数で表すことができ

る。 

(知)小数を用いると，２つの単位で表して

いた大きさを１つの単位で表せること

を理解している。 
 

小
数
の
し
く
み 

１ 

・数直線に表せた小数を読んだり，数直線  

に小数を表したりする。 

・「小数第一位」の用語を知り，小数の位取

りについて考える。 

(考)整数の数直線と関連づけて，数直線上

の小数の読み方を考え，説明している。 

 

２ 

・数直線を使って，小数の大小を考える。 

・小数の大小を比較する時には，整数の場

合と同じように，位の数字に着目すれば

よいことをまとめる。 

(表)直線や構成を基に，小数の大小を考え、

表現している。 

(知)小数の大小関係を理解している。 

 

小
数
の
た
し
算
と
ひ
き
算 

１
（
本
時
） 

・場面をとらえ，立式について考える。 

・0.5＋0.3 や 0.4＋0.7 の計算の仕方を，

0.1 を単位として考える。 

(考)小数の加減計算の仕方を，小数を 0.1

の何こ分とみることで既習の整数の計

算に帰着して考え，説明したりまとめ

たりしている。 

(技)小数第一位どうしの加法とその逆の減

法の計算ができる。 ２ 

・場面をとらえ，立式について考える。 

・前時の学習を使って，0.8－0.3 や 1.4－

0.6 の計算を考える。 

３ ・2.5＋1.8 の筆算の仕方を考える。 (考)小数の仕組みや整数の筆算を基に，小



・小数第一位までの小数の加法の筆算の仕

方をまとめる。 

・1.2＋2.8 や 2＋3.4 の筆算の仕方を考え

る。 

数の加減法の筆算の仕方を考え，説明

したりまとめたりしている。 

(技)小数第一位までの小数の加減法の筆算

ができる。 

(知)小数の加減計算の意味を理解してい

る。 

４ 

・4.3－2.8 の筆算の仕方を考える。 

・小数第一位まで小数の加法の筆算の仕方

をまとめる。 

・4.2－3.5 や 4.5－1.5、5－1.4 の筆算の仕

方を考える。 

小
数
の
い
ろ
い
ろ
な

表
し
方 

１ 

・1.8 を数直線に表し，いろいろな見方や

表し方を考える。 

・他者の考えを読み取り，図や式や数直線

で表す。 

・1.8 は数の構成や，相対的な大きさを基

にするといろいろな表し方ができること

をまとめる。 

(考)小数の仕組みを基に，数直線や式を用

いて，1.8 の多様な見方について考え，

表現している。 

 

ま
と
め 

１ 
・「力をつけるもんだい」に取り組む。 (技)学習内容を適用して，問題を解決する

ことができる。 

２ ・「しあげのもんだい」に取り組む。 (知)基本的な学習内容を身につけている。 

 

６ 本時の指導 

（１）目標 

   小数第一位どうしの小数の加法の計算の仕方を考え，説明することができる。 

 

（２）指導にあたって 

【仮説１ 課題意識をもたせる工夫にかかわって】 

・ 教室内にこれまで学習してきたことを掲示し，既習事項との違いに気づかせ，課題意識をもたせる。 

・ 本時のゴールが見えるように課題設定し，まとめのときに課題が解決できたことを実感できるよう

にする。 

【仮説２ 児童の表現活動の工夫にかかわって】 

・ 集団解決の場面では，友達の考えを他の児童に説明させたり，そう考えた理由を推測させたりしな

がら，かかわり合う中で考えを深められるようにする。 

 

 

（３）展開 

段

階 
学 習 活 動 

指導・支援と評価 

Ｔ１ Ｔ２ 

 

 

つ

か

む 

１ 問題把握 

 

 

 

 

・問題を提示して，求め

ることや分かってい

ることを確認する。 

 

 

・児童のノート指導にあ

たる。 

 

 

 

 ジュースが大きいびんに 0.5Ｌ，小さい

びんに 0.3Ｌ入っています。あわせて何Ｌ

ありますか。 



 

５

分 

 ・題意に基づいて立式する。 

  式 0.5＋0.3 

２ 課題把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解

決

す

る 

 

27

分 

３ 見通し 

 ・答えの見通し 

  ○大体１Ｌくらい 

 ・方法の見通し 

  ○Ｌます図を使う 

  ○式で考える 

 ・考え方の見通し 

  ○0.1 が何こ分 

 

４ 自力解決 

 ・Ｌます図 

  

   

 

○0.5Ｌと 0.3Ｌの目盛りを数えて 0.8Ｌにな

る。 

 ・式で考える 

   0.5＋0.3 

  0.1 をもとにして考えると 

   0.5 は 0.1 の５こ分 

   0.3 は 0.1 の３こ分 

   ５＋３＝８ 

   0.1 が８こ分だから 

   答えは 0.8Ｌ 

 

５ 集団解決 

（１） ペアで自分の考えを説明し合う。 

 

（２） 全体で話し合う。 

 

・Ｌます図を用いて，お

よそ１Ｌ程度になる

と予想させる。 

 

・前時までの学習を想起

させ，既習の計算を振

り返り見通しをもた

せる。 

 

・机間指導を行い，自分

の選んだ方法で計算

の仕方を考えさせる。 

 

 

・目盛りを見て，「0.1

が何こ分」かを考え

て，整数の計算に帰着

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「0.1 の何こ分」という

考えが出ない場合は，

教室内に掲示してい

る学習内容を示し，児

童に考えさせる。 

・一人で解決できない児

童へ，一緒にＬますを

操作したり，0.1 をも

とにして計算したり

できるようヒントを

促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小数のたし算のしかたを考えよう。 

(考)小数の加法計算の仕方を，小数を 0.1

の何こ分とみることで既習の整数の計

算に帰着して考え，説明したりまとめ

たりしている。〈観察・ノート〉 

【仮説１】 

・本時のゴールが見えるように課題設定

し，まとめのときに課題が解決できたこ

とを実感できるようにする。 

【仮説２】 

・発問ア「○○さんの考えが説明できます

か。」 

・発問ウ「○○さんの考えをもう一度説明

してみましょう。」 



（３） 共通点や気づいたことを発表する。 

・「0.1 の何こ分」で考えている。 

・５＋３＝８の式にすることができる。 

 

 

６ 類似問題 

 ・0.8＋0.2＝１ 

 

・それぞれの考え方につ

いて「0.1 が何こ」な

のかを確認しながら

進める。 

 

・分かりやすく説明して

いる児童を取り上げ

る。 

 

 

・0.1 が１０個分で「１」

になることをおさえ

る。 

ま

と

め

る

３

分 

７ 学習のまとめ 

 

 ・図を使わなくても，0.1

をもとにして計算す

ると答えがわかる良

さに気付かせる。 

や

っ

て

み

る 

・

ふ

り

か

え

る

10

分 

８ 練習問題 

 ・練習問題に取り組む。 

 

 

９ ふり返り 

 ・今日の学習のふり返りを書く。 

 

 

10 次時予告 

 

 

 

 

 

・本時の学習で分かった

ことや頑張ったこと

を発表させる。 

 

・次時の学習は、小数の

ひき算であることを

知らせる。 

 

 

 

 

・つまずきが見られる児

童に個別指導をする。 

 

 

 

（４）本時の評価規準 

評価の観点 おおむね満足できる 努力を要する児童への手立て 

数学的な考え方  小数第一位どうしの計算は，「0.1 が何

こ分」に着目し，説明することができる。 

 一緒にＬます図を操作したり，前時で

学習した「0.1 が何こ分」を想起させ，

整数の計算で求められることを想起さ

せたりする。 

技  能  小数第一位どうしの加法の計算がで

きる。 

 「0.1 が何こ分」かを確かめ整数に直

して計算する。 

 

 小数のたし算のしかたは，0.1 の何こ分かを考えて計算することが

できる。 

（技）小数第一位どうしの加法の計算ができ

る。    〈プリント・観察〉 



 

（５）板書計画 

 

問                 か              ま 

 

 

 

 

                                   

 

 

  式 0.5＋0.3＝0.8 

  答え 0.8Ｌ 

 

  ・Ｌます図 

  ・0.1 が何こ分 

 

 

 ジュースが大きいびんに 0.5

Ｌ，小さいびんに 0.3Ｌ入って

います。 

あわせて何Ｌありますか。 

 小数のたし算のし

かたを考えよう。 

 小数のたし算のしか

たは，0.1 の何こ分かを

考えて計算することが

できる。 

１ Ｌ よ

り は 少

ない 
0.1 が何こ分 0.1 が何こ分 

〈Ｌます図〉 〈0.1 をもと

にした計算〉 

類似問題 

練習問題 


